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 [授業の概要・目的]
動物とも植物とも異なる、真菌（菌類）という生物群が存在することを理解した上で、菌類の系統
・形態・多様性・生態・機能・生態系の中での役割・他の生物との相互作用、人間にとっての利用
可能性などに関する理解を深めることを目的としている。多くの菌類は微小な菌糸という形で生育
しているため、自然の中ではけっして目立つ存在ではないが、その多様性はおどろくほど高く、ま
たそれぞれの種は特異な能力も持つ。また、森林生態系において、菌類は植物遺体の分解者として
物質循環の重要な担い手になっているだけでなく、植物の根と菌根を形成することによって、植物
の栄養吸収や防衛に加担している。菌類の世界をのぞくことは、生物の進化や、生態系のなりたち
を理解することに大きく貢献するにちがいない。

 [到達目標]
自然の中ではけっして目立つことのない「かび」や「きのこ」が、いかに多様で、またいかにすぐ
れた能力を持っているかを理解し、それらが生態系の中で、あるいは人間社会の中で果たしている
計り知れない役割を理解する。

 [授業計画と内容]
以下の項目に従って進める（14回の授業日に合わせ、項目によっては2週にわたって進める）。

1．菌類の特徴と系統的位置
2．広義ツボカビ類
3.   広義接合菌類
4．子のう菌類（主にかびと酵母）
5．担子菌類（主にきのこ）
6．菌根菌と菌根共生
7．森林における分解連鎖と物質循環
8．菌類の分類・多様化・地域固有性
9．菌類と動物の相互作用
10．菌類の利用と栽培

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
定期試験（筆記）により評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
国立科学博物館 『菌類のふしぎ：形とはたらきの驚異の多様性』（東海大学出版会）ISBN:978-4- 
486-01793-6
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保坂健太郎 『小学館の図鑑NEO　きのこ』（小学館）ISBN:978-4092173224
細谷剛ほか 『カビ図鑑』（全国農村教育協会）ISBN:978-4-88137-153-4
日本菌学会 『菌類の生物学 ―分類・系統・生態・環境・利用―』（共立出版）ISBN:978-
4320057326
大園享司 『基礎から学べる菌類生態学』（共立出版）ISBN:978-4320057876

 [授業外学修（予習・復習）等]
かびやきのこの図鑑等で、身近な菌類への関心を持ち続けることを推奨したい。

 [その他（オフィスアワー等）]
 

 [主要授業科目（学部・学科名）]
総合人間学部、理学部


